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インドでは体の機能と心の機能が切り離されていない｡ 人間あるいは人
間以外の動物の ｢行い｣ (karman) は, 三つの局面でとらえられる｡ 体を
用いる局面と声を用いる局面と心を用いる局面である｡ この文化伝統を受
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も, 仏教に通じた指導者を欠いたまま, 勝手な読み方をした｡ この人々は
細かいことをよく知っていることがあっても, 肝心の所に理解が及ばず,
仏教という異文化を体系としてとらえることはできなかったのである｡
そして, その衝撃的な例の一つが ｢草木成佛｣ である｡ 何と “草や木が





なる｡ ９世紀の巨匠として名高い安然は, 『中陰經』 という文献を見つけ
出して, ｢草木成佛｣ の正当性を論証しようとした｡ ところが, この文献
は仏教の伝承を受けたものではなく, 中国人が勝手に作り上げた偽の経典
(僞經) である｡ しかも, ｢草木成佛｣ については何の言及もない｡
大学者の安然は 『中陰經』 から抜き出した一行を勝手気ままに意味付け




日本全体が仏教の体系に無関心な中で, 證眞 (1130?1207＋α) は極め
て特異な存在である｡ 證眞も ｢『中陰經』 の文｣ を挙げているが,3) ほかの
人たちのように日本オーソドクシーを擁護するためではなかった｡ 対論者
の言葉を紹介する際に ｢『中陰經』 の文｣ を挙げているにすぎず, 自説を
補強するために引用しているのではなかった｡





訳仏典のすべてを16回読んだという｡ 1160年前後に主著 『三大部私記』 の
執筆に着手し, 1190年頃から修正を加えて1207年に完成した｡
｢もし 『中陰經』 の言う通りなら, すべてのものがすでにブッダになっ
ていて, ブッダの世界だけがあることになろう｣ というのが證眞の立場で
あった｡
若し彼の經の如くあらば, 一切の依正, 皆已に成佛し, 唯佛界有
るのみ｡4)
證眞は例外的な日本人で, 仏教を正しく理解していた｡ 植物が ｢成佛｣
するという日本オーソドクシーの基本定理については, まず文献根拠がな
いことを指摘した｡
證眞が言うように, ｢草や木がブッダになる｣ と説く文献は, インドに
も中国にもない｡ 中国で天台宗の体系の構築の努力した湛然 (711782)
にしても, その著書 『止観輔行伝弘決』 や 『金剛論』 でも, “非情に佛
性がある” と言っているにすぎず, “草や木がブッダになろうと決心し,
そのための努力をする｡ そしてブッタになる” などとは言っていない｡
一代の經説, 一宗の教文, 都て草木成佛の説無し｡ 『[止観]輔行
[伝弘決]』 の十義, 『金[剛][論]』 の一論, ただ非情に佛性有る












又, 諸の草木は竝に皆朽滅す｡ 現在, 變じて有情と成る可からず｡














成るや｡ 豈に他業に由りて更に他身有り, 亦, 是れ一人分れて多人
と成るや｡8)
このように, 心を備えた存在になりえない以上, 植物はブッダになりえ














心有り｣ と云はば, 則ち有情と同じ｡ 何ぞ非情と云はむ｡ 若し細心
有りて方に成佛せば, 有情の明心なほ成佛し難きを, 非情の細心,












るならば, 有情, 何ぞ自然に成佛せざる｡ 有情, 法を聞きて性に
從ひて修を起こす｡ 草木, 聞かずして, 何に因りて方に[修を]起さ
む｡10)
仮に万物に潜在する ｢眞如｣ ゆえにブッダになれるとしても, 外的条件
が整わなければならない｡ そんなものがなくても ｢眞如｣ が自動的に機能
するとするなら, 心を持つ存在は, 何の努力もせずとも, 自動的にブッダ
になることになろう｡ また, 自ら努力しなくても, ブッダの不思議な力の
お陰でブッダになれるというなら, イッチャンティカもブッダになること
になろう｡



























]] は, ｢[この世の快楽を?]望む者｣ を
意味するサンスクリットの “イッチャンティカ” (icchantika) の漢字表記
である｡ この語はインド正統派文献には見当たらないが, 仏教文献では
｢最も憎むべき連中｣ ｢ブッダになる可能性が全くない連中｣ を指して用い
られる｡ 仏教信奉者は不殺生を旨とし, 蟻の子を殺しても罪になるが, イ
ッチャンティカなら殺しても罪にならない｡ 證眞も読んだ曇無讖訳 『大般
涅槃經』 には, 次のように述べられている｡
[問ふ｡] ｢世尊よ｡ 一闡提の輩, 何の因縁を以て, 善法有ること
無しや｣ と｡ [答ふ｡] ｢善男子よ｡ 一闡提の輩, 善根を斷ずるが故










證眞は日本オーソドクシーの無条件 ｢成佛｣ を非仏教的と断じ, ｢化地
















“化地部” という語は, 日本にも伝えられた 『五分律』 を教団法とした
仏教教団を指し, その原語 “マヒーシャーサカ” () は, ｢大地
を統治する者｣ という意味であり, 創始者が元国王であったという伝説が





して, 命終を後と爲し, 色根の大種は皆轉變有り｡ 心と心所法も亦轉變有
り｣ という個所がある｡15) もしこれが證眞の言う ｢始起の有情｣ を説いて
いるとすれば, ｢入胎を始めと爲して, 命終を後と爲す｣ とは, ｢前世や来
世はなく, 受胎ですべてが始まり死ですべてが終わる｣ ということなので
あろうか｡ ｢皆轉變有り｣ というのは, ｢受胎してから死ぬまで人間は同じ
であり, 見た目に変化があるだけである｣ という意味なのであろうか｡ そ
うすると, マヒーシャーサカは転生を認めないのであろうか｡ もしそうで
あるとすると, これは仏教の一学派ではありえない｡ 何とも不可解なこと
である｡ 仏教の原理を認めない者が 『五分律』 という仏教教団法を設定す




ーシャーサカを ｢非仏教的な主張をする仏教学派｣ であった｡ 『五分律』
を守る仏教の一派について, 證眞がこのようなに不可解な理解に達したの
も, 『異部宗輪論』 の怪しげな記述に原因があったのかも知れない｡ ｢アン
タラー・バヴァ７日持続説｣ の主張者としてインド文献 『大毘婆沙論』 で
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重んじられているのも, ヴァスミトラ (vasumitra/世友) という名の人で
あるが, 同じ人物が 『異部宗輪論』 のようないいかげんな文献の作者であ
るとはとうてい考えられない｡
證眞も読んだに違いない 『三論玄義』 の冒頭で, 吉藏 (549623) は
｢外道｣ の説を四つ上げているが, その一つが ｢無因有果｣ (原因はなく,
結果だけがある) である｡
問ふ｡ ｢云何なるを名づけて無因有果と爲すや｣ と｡ 答ふ｡ ｢復た,
有る外道, 萬物を窮推して, 由籍する所無きが故に, 『因無し』 と
謂ふ｡ 而して[謂ふ｡] 『現に諸法を覩て, 當に果有るを知るべし｡
例へば, 壯周の魍魎, 影に問ふが如し｡ 影は形に由りて有り｡ 形は
造化に因る｡ 造化は則ち所由無し｡ 本既に自有なり｡ ち末は他に
因らず｡ 是の故に無因にして果有り』 と｡｣16)
“外道” の原語 “ティールティカ” () は, ｢聖地巡礼者｣ を意味
するサンスクリット名詞であるが, 仏教文献では仏教以外の教えの信奉者
を誹謗して用いられる｡ 特にシャーキャ・ブッダの時代に活躍した６人を
指して ｢六師外道｣ という｡ その１人がマッカリ・ゴーサーラ (	


) で, ｢この世に存在するものには原因がない｡ どのように努力し
ても, それが原因となって有利な結果をもたらすことはない｡ すべては人
間の努力とは無関係なところですでに決定されている｣ と言って, 決定論













“數論” はインド正統派のサーンキャ学派 () を指す｡ ここで




て意識あるものとなり, そこから輪廻が始まる｣ ということになろう｡ こ
ういう考えは, ｢無限の過去から切れ目なく意識が輪廻し続ける｣ とする
仏教の立場と相容れない｡ サーンキャ学派によれば, 世界の原要素は “プ
ラクリティ” (	

) と呼ばれ, これは心のないもの () である｡
この原要素から万物が展開する｡ 精神も物質も意識のない原要素から展開
したものである｡ 證眞のいう ｢生死に初めある｣ というのは, この点に言
及したのであろうか｡
熱心に仏教の研究を続けた證眞は, 1186年に学問の上で天台宗最高の地
位 ｢北嶺探題｣ に就き, 1201年には権少僧都に任命されているので, その
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